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はじめに

ブナの原生林の荘厳な道だとか、清澄な水の流

れだとか高山植物咲き乱れる稜線のお花畑だと

か、山はいいものです。それら美しいモノたちに出

会えるなら少々の喉の渇きや筋肉の痛みは我慢

の範囲です。筆者は、山が好きです。特に、花咲き

競う夏の、東北の山が好きです。

山行きに1ま山小屋 (避難小屋)をよく利用します。

荷物の軽減が行動をより自由にしてくれることも

ありますが、山小屋それ自体の、素朴で、簡素なた

たずましヽがいいのです。

小屋での暮らしは質素そのもの。湯を沸かして

コーヒーを飲んだり、簡単に調理して食べたり、灯り

を点したり、寝たりが基本です。そこにあるのは必

要最小限のものばかりで、下界のように欲求をR「

座に満たすような便利なものはありません。けれど

もいつもながら豊かな心持ちになるのは、そこに生

活の本質が潜んでいるから?そう、生活の本質 !・
・・

…・。そんなことを思うと、山小屋(=ヒュッテ)を作ると

いうことが筆者の強しY瞳れになつたのです。

そうして構想から10年、材料集めをしたあと、建

築に約5年を費やしてようやくヒュッテができました。

こんなに時間が経過したのは、筆者が外に勤めを

持つ身の、建築には素人だから。休日と網切れの

E限をぬつての仕事だつたから。

基本はひとりでコツコツですが、一部、素人では

とうてい叶わぬところ、決しておろそかにしてはいけ

ないところはプロに頼みました。

建築について分からなしヽことがあると教本に向

かい、それでも理解できなしヽことがあると知り合い

の大工に教えを請しヽました。大工の仕事ぶりは好

んで見学し観察しました。電気配線は大工や知り

合しヽの電気工事士に教えてもらいながら自分で行

い、配線の最後の段階の結線と点検は工事士に

願いました (避難小屋に電気など普通はありませ

んがね。そこは愛嬌)。

材料のほとんどは、明日は焼去「か粉砕が運命で

あつたモノたちばかり。道々魅力的なモノが目につ

くと持ち主を探し、交渉し、よくタダで貰い受けまし

た。床、壁、天丼に隙間なく入れた断熱材 (発泡ス

チ回一ル60ミリ厚、グラスウール 100ミリ厚)がそう

です。全体に張り巡らした膨大な板材 |ま極めて安

価に供給を受けたもの。ガラス窓は学校の解体時

に枠ごと自ら取り外して貰つたもの、梁や柱等の主

要木材|ま筆者の実家の古い家屋の解体で出たも

のも含め解体現場から貰つて少しずつストックした

ものです。一旦役目を終えたモノでも、工夫し、歪

みを整え、肖」ったり発想を変えたりして新しい生命

を吹き込むのはとても気持ちのよいものでした。

そうしてヒュッテはできたのです。

ヒュッテが建つのは東北の植生に典型的なブナ

帯、コナラを主とする落葉広葉樹におおわれた美

しい森です。ここは豪雪の地ゆえ積雪は平年で

200センチにも達しますが、雪が解けるころの光の

美しさといったら息を飲むほどです。そして新緑の

みずみずしさ、繁茂する緑、紅葉の艶やかさ……、

やがて樹木はすべての葉を降らせて束の間の明る

い森となり、そしてまた雪がやつてきます。人も動

物も草木も、すべてはこのサイクルの中にいるので

す。

ここでは、冬にはスキーやスノーシューを履いての

雪上ハイキング、2月 、3月 であれば、気候条件さえ

整えば堅雪渡りもできましょう。春は山菜採りに野

の花散歩、夏は渓流釣りにり‖遊び、そして秋には

紅葉を愛でたりきのこを採ったりもできます。野鳥

が多くやつてきますのでバードウォッチング、光源が

少ないので星空観察にも適しています。

ヒュッテには植物図鑑や山歩きのガイドブック、

山や自然に関するエッセーや思想書、写真集や絵

本が多数並んでいます。床に身体を横たえて、絵

に見入るなり、読書するのも一興でしょう。

またヒュッテにはシードバンク(seed bank=種の銀

行)を備えています。筆者は稀少種を含め造形的

にも美しい種を蒐集しており、これらは希望があれ

ばお分けすることもできます。

ヒュッテは人それぞれの活動に寄りそうことでし

ょう。

山や自然が好きな方、暮らしの在り様を見つめ

る方に折にふれ利用してしヽただきたいと思います。

以下に、ヒュッテがどのようにして作られたのか

を、資料などにふりかえりながら日誌風に綴ろうと

思います。
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●

2003年

11月 24日 【山小屋の構想】【図面】

懸案だった、基礎から自分で作つたカモシカ小

屋 (車庫。3間×3間)が完成し、造作の一区切りと

する。なお、この造作は、戯れで応募したコメリの

第1回 DYコンテストの審査を通り、画像がネット上

に公開された。

山を愛する者として登山路に建つ山小屋への

思いがふくらみ、建築の構想を練りはじめる。山か

ら戻つたときに休息を取つたり、これから出かけて

ゆく山を夢見たりする、そういう空間へのあこがれ

が広がっていた。

新たな建物は、工房と山小屋からなる複合施設

としヽうイメージを持った。筆者はかねてからモノ作り

をしており主屋内に 6畳の作業部屋を持つてはしヽ

たが、棚やら作業台やら道具工具やらを置き、その

上で作業するのにはあまりにも手狭過ぎ、広さの

十分な作業スペースを欲していた。それから建物

は、来客の宿泊が可能な (いわばゲスト八ウス)、 そ

れはもちろん筆者 (たち)の、読んだり書いたり、見

たり聴しヽたりする憩いの空間でもある。そのふたつ

を同時に叶えようとした。

建築は、和小屋と日本の大工への敬意から木

造軸組在来工法を想定した。樹木への憧れから、

外装、内装とも一部合板張りを除き、総杢板張り

を構想した。

建坪は、3間×3.5間で 10.5坪 =21畳 (正房部が

9畳、山小屋部は 12畳)とした。平屋でこれぐらい

の広さの建物が現在の自分のなしうる範囲としヽう

自覚があってのことだった。

建物の屋根を 3寸勾配 (中心より水平に 10進

み、垂直に 3上る)としたが、この勾配への憧れは

以前から持ち続けてきた。前作の車庫も、前々作

のツバメ小屋 (コンテナ小屋)も 3寸勾配であった。

この勾配の美しさには雪が積もつても自然に落下

し、屋根に上っても作業の安全性が確保されると

いうことも十分に含んでいる。

構想段階からして工房部および山小屋部とも、

採暖には主屋同様薪ストーブにこだわった。

薪ストープの燃料となる薪はまず、工夫次第で

出費がない。貰えばいいし、拾えばいい。クリ園やリ

ンゴ園は狙い日で、雪が多かった年の春には雪折

れの太い枝が大量に出てくる。それを持ち主に交

渉すれば、引き取りはたいがいがありがたがられる

ものである。また、大風による公園樹の倒木や行

政による川原の伐採木の情報は貴重であるし、知

り合いを頼れば薪材の情報は自然に集まってくる。

それらを軽トラで随時運び、チェンソーと斧とで汗

して働けば捨てられて朽ちてしまうか焼却の運命

にある樹木が燃料としての役目を持つことになる。

また、燃料としての薪は人気中の C02を固着し

たものであるので、燃やして C02を放出したとして

もプラスマイナスゼロという計算になり、地球の温

暖化に与しない。「地球にやさしし」というお題目は

ずしヽぶんと流布しているけれども、負荷に与しない

ことが地球に対してもっとも謙虚なことなのであり、

そういう意味でも筆者の心は穏やかだ。

そして薪ストーブの魅力は何より、火が家屋の

中にあるということに尽きる。火は原初の人間が手

にし、今日まで脈々と受け継がれたものにほかな

らず、いわばそれは人間が己の遥かな来歴を感じ

ることのできる数少ない尊しヽものとも言えるだろ

つ。

燃えて薪のはぜる音、炎の揺らぎ、ジワーッと伝

わつてくる熱……、これらは人生の、完璧と言える

喜びそのものであることを筆者は疑わなし、

薪ストーブヘの愛着は尽きることがない。

当時より山小屋部には書架とデスクと棚の設置

を想定してしヽたが、この構想は完成まで変わること

はなかった。客用にと 2段ベッドの設置を思しヽ描い

ていたが利用頻度の割にスペースを取りすぎるこ

とが懸念されて、これについては建築に着手する

ころには変更して取りやめた。工房部にクルマの図

があるが、道具や用具、作業台などをきれいに片

づけ、冬季には車庫代わりに使用できまいかと考

えていたものだが、現実、それは無理な相談だっ

た。

冬の間、外観や間取りなどの構想メモを書きつ

け、図面を何枚となく引いた。

04



Ｌ

　

．
　

一

y綸
:囲 1



●

2004年

4月 11日 【石垣】

建築予定の場所は若干の傾斜があり、水平をと

るために土留用の石垣を築こうとする。使つた石は

冬季の除雪車によって景」き出しになつたものや川

原から拾つてきたものである。だが、形も大きさも

数も全く不十分で、そんなものをただ積んだだ|す

の土留めでは何らかの力が加わればすぐにでも崩

れてしまいそうな代物でしかなかつた。業者から買

つた山土 (2立米で約 15,000円 )で地面を均しはじ

たが、そこから先は踏み出す気にはなれなかった。

そのうち作業に嫌気がさして放ったらかしこし、

やがてその地には草が生え、原野に戻るかのごと

〈であつた。志も見通しも安直に過ぎた。

5月 30日 【ヒュッテという名】

日記に「ヒュッテ建設予定地」の言葉を記し、こ

の時期、新建造物のシンボル的名称は、ドイツ語

で山小屋を意味するヒニッテ(Hutte)になっている。

以降この文書も、新建造物全体をヒュッテ、山小

屋部は、ヒュッテ部に置き換える。

8月 28日 【メモリアルサークル】【墓】

母親が死去する。日一タリーと花壇を兼ねたメモ

リアルサークル (ヨシノサークル)を、レンガと枕木ブ

ロックを積んでこしらえはじめる。この造作の構想

は、中心に両親の骨を収め＼四季折々の野の花で

彩るというものであつた。

地区共同墓地に土地を求め、そこに据える墓を

デザインし、できるだけ造作に加わる。メインに五

輸塔を据え、墓誌は本形とした。そこに出生と死

去の、年月日とその地を彫りこんだ。両脇の通路に

はホームセンターMから買つた約 30ミリ厚、約 30

センチ角の日―マ石 12枚をモルタル (セメントと砂

と水で作る)で張つた。アプ回―チや背面にはキキョ

ウ(桔梗)やリンドウ(竜胆)、 ヒメヒオウギスイセン

(姫檜扇水仙)、 コバギボウシ (小 葉擬宝殊)など、

いずれも身近にある、野生か野生化したものを植

栽した。墓は 10月 10日 に完成にいたる。

以上のようなことから、ヒュッテの建築構想は、

遠のしヽてい<。

●

2005年

6月 17日 【納骨】

メモリアルサークルのセンターに、父親(1993年
死去)と母親の骨の一部を収める。

そうこうするうち、主宰する宮澤賢治読書会=米

澤ポランの廣場の作品展 (2006年 2月 )へ本腰が

入り、さらには廣場記念誌の作成がその年末まで

続く。

以上のようなことで、ヒュッテの建設はとんとご

無沙汰となる。
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●

2006年

2月 25日 【賢治展】

米沢市の市民ギャラリーを会場に、作品展「展●

宮澤賢治へのオマージュ」を開催する。それまでに、

コラージュや架空のワインポスターの製作など相当

の時間と労力を費やす。

10月 3日 【評論文】

この日より、長大な評論文「『なめとこ山の熊』ノ

オト」の執筆にとりかかる。これは翌 2007年 3月

発行の米澤ポランの廣場記念誌Vに発表した。

こうしてヒュッテヘの意識は途切れ途切れにな

つて時は過ぎてゆく。

●

2007年

5月 1日 【実家の解体】

近隣の川西町の S建設工業に依頼し、1992年

以来住んでtlない南陽市の実家を解体する。

実は実家は新築されたものではなく、家主 (茅

屋根葺きの職人であった父が仕事場として通って

いた屋敷)から安く譲り受けた解体部材で、1967

年に建てたものだった。このことは貧乏だつた親の、

せめて自前の家を持ちたいという切実な気持ちの

表れだったと思うが、これは、遅くとも 1960年代

後半までは解体材でもまだ貨幣的価値はあり単に

焼却はしなかったことを物語つているのではなかろ

うか。

解体にかかる費用をなるべく抑えるため、処理

は焼却も含めすべて筆者が行うこととし、梁材、桁

材、柱材などの角材は極力使用することを想定す

る。それでも解体工事には 84万円ほどを要した。

なお＼解体前に取り払った建具は時代物で、筆

者としては使しヽ道が思い当たらず、引き戸約 20枚

を知り合いの骨童屋 (Y。 上山市)にプレゼントした。

その返礼だったと思うが、今ではとても手に入らな

い時代物のスキーをいただいて感激した。スキーは

のちにヒュッテ内を飾る重要なモチーフとなる。

10月 9日 【新薪ストーブ】【煙突の設置】

1993年の主屋の新築から設置していた薪ストー

ブが 14年間の使用で壊れた。それは台湾で作ら

れた鋳物製で、デンマークはスキャン社製の名品

アンデルセンの模刻のようで、それ|まそれでスタイ

リッシュだった。しかし本体の接合が非常に甘く、ス

トーブシーズンが終わるごとに耐火セメントを詰め

ねばならない代物で、仕方なく溶接工に願つて隙

間を鉄溶接してもらって使い継いできたものだつ

た。けれどもストーブ本体にひび害」れが生じて限

界を悟り、新たなストープの購入を決めた。

新薪ストーブ|ま様々な会社の様々な製品を実

際に見たりカタログを取り寄せたりして比較検討し

た。そうして思しヽ悩んだあげく、アメリカのバーモン

トキヤスティングス社製のイントテレピッド||(クラシ

ックブラック色)と決めた。薪をストーブの上面から

投入するトップローディング方式と 2次燃焼装置
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があること、それから何より美しいフォルムが決め

手となつた。

新ストーブは山形市の薪ストーブ専門店の Z屋

で、24万円で購入した (ただし現在、この商品|よ、

当時より10万円ほど高くなつている)。 その他煙突

部材などを含めて総額 35万円を要した。

煙突の部材は高価だ。シングル煙突 1ミリ厚直

筒管 100センチは現在 1万数千円が相場で、これ

がダブルだとすればその倍ぐらいである。

煙突工事は8月 より|まじめた。

煙突の固定方法を検討した結果、地上より固定

された基礎の上に梯子を立て、煙突を梯子が抱<

ように構想した。煙突トップまでが地上9メートル、

梯子の長さは約 6メートルである。したがって梯子

を載せる基礎高が 3メートルとなり、その曽上げが

必要なら、いっそのことそれはレンガによる燻製小

屋にしてしまおうとした。この工事は大がかりなも

のとなつた。

なお、この煙突設置法は強固で、2011年 3月
11日 の大地震にも何らの損傷も見られなかった。

●

2008年

10月 8日 【ベタ基礎依頼】

ヒュッテ建築の意を決する。

S建設工業にベタ基礎打ちを依頼し、来春以降

の工事の打ち合わせをする。
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●

2009年

6月 12日 【ベタ基礎打ち】

業者によって、ヒュッテのベタ基礎が打たれる。

柱落としの位置に基本ブロック2段の基礎が立ち

上げられる。それから、石垣を作るために周囲に捨

てコンクリート(捨てコン)が打たれる。

この一連の工事で62万円を要した。この費用に

はのちに使用するふんだんな山土と砂利、モルタル

用砂も含まれている。

ベタ基礎打ちと基本ブロック基礎の立ち上げを

業者に頼つたのは、今後の作業の基準となる水平

面の確保と柱の正確な位置決めをしたかつたため

である。前作の車庫は基礎から自分で工夫して作

つたものだが、今はそういう気力も時間もなしヽ。こ

れは、すべてを自分で行うという意義より、以後の

正確で着実な作業を見通した結果であつた。

この工事をもって、ヒュッテの建築が本格的にス

タートする。

6月 18日 【角ノミ機】

憧れの角ノミ機 (リョービ社製)が入荷する。ホー

ムセンターM扱しヽで、95,550円であつた。今でなら

ネットオークションを利用して中古を探すところだ

が、当時は中古品を入手する方法を持たなかっ

た。

6月 21日 【木取り】【製材】【墨つば】

ベタ基礎打ちに感化され、建築スケジュールを

見通す。膨大で複雑なスケジュールをひとつずつ

崩してしヽかねばと思い、まず、主要部材の本取りを

はじめる。大引材、柱材を取る。以降、間柱材等各

部材の木取りと製材を行つた。

年月を経た角材は捩じれたり曲がつたりしたも

のが多く含まれ、歪みの整えは欠かせなかつた。歪

みの整えには、墨つばと指難(饉資)、 電動ヵンナが
活躍した。工具を駆使し一面を整えれば、反対面

は自動カンナで仕上げることができる。

墨つばは今までの小屋 (薪小屋、材料小屋)建

築にも使つてきた道具のひとつだが、その威力に

|ま改めて驚かされる。どんな長尺の材でも、その面

が曲がつていようが歪んでしヽようが直線を引くこと

ができるというのはまったくすばらししヽ

その頃、2001年の豪雪で天丼が崩落した市内

のボウリング場の、天丼の仮支えのための角材 20

本ほどを、担当した会社の方から無料でいただい

た。その方の家の不用な物 (コンパネ材等)を処理

したことへの返ネLのようだつた。角材はいずれも3

寸角 2間ものの立派なもので、中にはヒノキも含ま

れてしヽた。買えば 1本 2,000円 ぐらしヽはしたのでは

なかろうか。この材本はその後、建築の主要部材と

して大しヽに役立った。

9月 5日 【石垣】【モルタル】【コンクリート】

土留め用にしっかりとした石垣とすべく、十分に

集めた石を捨てコンの上にモルタルで積みはじめ

る。一つひとつの石をたわしで擦つて汚れを落とし、

積む際にはどこにどれがノふさわしいかを吟味しな

がらの作業で時間がかかった。石垣を築いたあと

は山土を入れ、9月 20日 で終了する。

この時からセメント(ポルトランドセメント)を使

しヽはじめたが、一連のヒュッテ建築で|よ後のストー

ブの炉台作り(2012年 8月 )までに20キロ袋 (1袋

380円 )を約 25袋消費した。

セメントの空練りと本練りに籍軍 (深めの一輪

車)が大活躍した。

セメントはデリケートなもので、特に空練りに神

経を使つた。砂の黄土色とセメントの灰色を混ぜ、

全体が同じ色になるまでに錬り上げるのは根気が

いる作業である。さらに、それに水をどの程度加え

たらどのような粘度になるのかなど、モルタルやコ

ンクリート(セメントと砂利と水で作る)をうまく作

るのには経験を要した。

9月 24日 【玄関ロアプローチ】

ヒュッテ玄関口へのアプローチを、捨てコンの上

にモルタルで石を組んで作り|まじめる。

地表面から玄関の立ち位置までの高さの差は

約 50センチあり、それを傾斜上方の右で 2つ、下

方の左で3つの段をつけてあらわした。段の角に1ま

角ばりを持つ石を、平面には平らな面積が広い石

をなど、石の適材適所の配置に心力ヽすた。

石積みの作業中、適度な砂利が必要となり、土

を掘つて節にかけてより分け、ていねしヽに洗つて使

えるようにもした。
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一つひとつ大きさも形状もちがう石をどこにど

う使うのかを考えながらの、しかも水準器で高さを

割り出しての作業の連続で神経を使い、時間がか

かった。

アプローチの作業は、10月 10日 までを要してほ

ぼ終える。

10月 11日 【レンガによる布基礎】

基本ブロック基礎の間に、敷地内で掘り出したレ

ンガを積んで布基礎を作りはじめる。この掘り出し

たレンガというのはかつてここに陶工が住まってい

て、立ち去るときに登り窯に使用したものを地中に

埋めていったというレンガで、それをここの町内会

の元住人で設備屋にお勤めのEさんが近くの仕事

の折に寄つて下さり、重機を使つて片手FBOで掘つ

ていただしヽたものである。2002年の 6月 のことで

ある。このレンガはこれまでに、車庫の布基礎やメ

モリアルサークルの囲いにと大いに利用してきた。

レンガはストリッパーで糊 (レンガ用モルタル)を

こそげ落とし、たわしで洗って泥や汚れを落として

使えるようにしたが、その数は膨大であつた。たわ

しをずいぶんと擦りつぶした。

そうして使えるようにしたレンガを、ブロックとブ

ロックの間に板を Fクランプではさんで壁の垂直と

天端の水平をとり、そこにレンガ差を使つてモルタ
ルを敷いて載せていった。

モルタルは時間とともに変化する生きもので、こ

のレンガ積みは絶えず時間との闘いとなって緊張

を強いられた。半乾きの頃合いを見計らって、今度

は水を含んだたわしとスポンジで表面を擦つてレ

ンガ表面に付しヽたモルタルの汚れを落とすのは一

苦労で、これは経験した者でないと共有できない

感覚かもしれなし、

この作業は年末の 11月 22日 の降雪時まで続

いた。

●

20101手

4月 17日 【布基礎の完成】

雪が解けてようやく外仕事ができるようになり、

基本ブロック基礎の間にレンガを積み終え、布基

礎が完成する。

5月 16日 【ストーブ設置位置嵩上|ず】

ヒュッテ部のストーブ設置位置を基本ブロックで

覆い、今ζ基礎レベルから砂利を詰めてモルタルで
固めて嵩を床レベルまで上げる。100キロほどもあ

るストープを板床に直接載せるのではないので、こ

れならどんなに重量があっても耐えることができ

る。

一般住宅で薪ストーブを設置する場合でも本

当はこういう施工をする必要があるのだと思うが、

実際は省いている例がほとんどである。実は我が

主屋の薪ストーブの場合もしかり。

7月 4日 【風除室床】

風除室床を、モルタルでレンガと石を組んで仕

上げる。玄関からヒュッテに至る南北のラインはレ

ンガで模様あらわしとし、工房から風除室奥に至る

東西のラインは川原石と玉砂利のあらわしとした。

平面が広しヽ川原石はそう多<はなく、吟味して使つ

た。

工房と風除室の床レベルの差は 25センチほど

あり、途中に 1段を設けて上りやすくした。

9月 の中旬までは、とにかくレンガと石とモルタ

ルによる作業が続いた。

9月 19日 【鋼材梱包箱】

板材を取るための鋼材梱包箱 (鋼材箱。市内の

タップーダイスを製造する会社がフランスなどから

輸入している鋼材を梱包している箱)が届き、解体

し釘を抜き、使用可能な板としてストックしはじめ

る。4メートル長、10～ 30センチ幅、15～ 30ミリ厚

の板 4面が取れる様々な箱が一箱たつたの 50円

(のちに 100円ということになった)で分けてもらえ

るのはありがたかった。どこにどういう板を使用す

るのかを想定しながらの作業となつた。

何気に通りかかって野晒しにされた木箱の山に

14





目をとめ、会社と交渉して譲り受けることとなつた

のは、もうはるか前の 1998年の夏のことである。

話をするうちにその会社に高校時代の同級生がい

ることが分かり、その後は事がスムーズに進んだ。

聞くところによれば、この 50円 (のちの 100円 )

という値段はその箱の値段 (価値)ではもちろんな

く、責任料という意味合しヽらしかつた。会社にすれ

ば引き取つてもらうのは処分料がかからなしヽ分あ

りがたいことだが、かつて希望した人にやった物が

山中に放置され、箱に会社名が記してあつたこと

から当社が、行政から不法投棄の注意を受けたこ

とがあつたのだという。

一回の注文で約 50箱が届くので、到着以降し

ばらくは箱の解体の作業が続 <。 箱の両端を丸ノ

ヨで切り落とし、バールで板と板を分離し、分離し

た板の釘を逆方向から金槌でたたいてバールで釘

を抜く・…・・、抜く釘の数といつたら万の単位となる。

板は、一回の注文で幅と厚さが様々なものが約

200枚できることlcなる。

この材料をはじめて使つたのは 1998年のクマ

小屋 (薪小屋)の造作からで、順次キツネ小屋 (薪

小屋。99年 )、 リス小屋 (材木ストック小屋。2000

年)、 ツバメ小屋 (コンテナ小屋。物置 01年)、 カモ

シカ小屋 (車庫。03年 )の造作にと必要不可欠な

ものとなつた。

9月 26日 【尺杖】【墨つけ】【亥」み】【継ぎ手・仕

口】

木取りと墨つけの下準備として、材の捩じれや

曲がりをよく吟味して尺杖を作る。尺杖はすべて

の墨つけの基準となり、以後の作業が効率よく合

理的に進む。

土台、柱、間柱、桁、棟、梁など家屋の骨組みを

構成する主要な部材の墨つけをはじめる。墨つけ

には墨つばをはじめ、指矩やスコヤが大活躍した。

一本一本、正確で慎重な作業を進めた。

墨つけが済み、亥」みをはじめる。

継ぎ手・仕口としては、土台回りでは、“腰掛け

あり継ぎ"を多用し、他に“隅大入れあり掛仕□"、

町字大入れあり掛仕口"、 “かたぎ大入れ"を用しヽ

た。小屋組では、軒桁に小屋梁を載せるところでは

“かぶとあり掛仕口"、 その他は“大入れあり掛仕

□"を多用した。ただ、梁の継ぎ手を本当は“台持

ち継ぎ"にするところだが、あまりに面倒に思えここ

は慣れてきた“腰掛けあり継ぎ"で済ませ、継ぎ部

分の上下に頑丈な鉄板を渡し、“添え板ボルト継

ざ"と して強度を高めた。大工に言わせれば、翻要

掛けあり継ぎ"は引つ張りには弱いのだとしヽう。

刻みでは角ノミ機が大活躍する。前作の車庫を

作る際には、ホゾ穴はすべてドリルで穴をあけ、手

ノミで整えていたものだった。手ノミは、作業は正

確であるのは確かだがとにかく非効率、一日をか

けて 3つか 4つを作るのがせしヽぜいだった。それが

角ノミ機を使えば、ひとつの穴がものの 3分もあ

ればできる。これで大いに時間を稼ぐことができた。

角ノミ機はこの日のために買つたのだが、このマシ

ンの威力はすばらしかった。

その年の降雪は 11月 13日 で、それまで続けて、

刻みはほぼ終了する。
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3月 11日 【大地震】【車庫の梁の補修】

大地震が発生したこの日、職場から家に戻って

みると、主屋のストーブ周りの積みレンガ (ただ積

んだだけのもの)はめちゃくちゃに乱れ、2階の書架

の本や資料があちこちに飛び散つていて悲惨な状

況だつた。

インフラ関係としては、電気は山形県では小国

町のほか米沢市だけが止まらなかった。ここで分か

つたのは、県内で小国と米沢の電気だけは新潟か

ら送られてきており、それ以外の市町村は仙台が

供給地だつたということ。我が家は、水は伏流水の

井戸水 (汲み上げには電気を必要とするが。tiざと

なって電気が不通なら直接に丼戸から、また|ま近く

の川から汲み上げることも可能)、 ガスはプロバン

ガス、暖は薪ストーブだし、以後の生活に不自由す

ることは何ひとつなかつた。大災害の中に、我が家

だけIま平常で、ぽっかりと穴が開いているような感

覚だった。

ヒユッテの建設地は布基礎が立ち上がっている

という状態だつたが、大地震の影響はまつたくなか

つた。ただ、建築部材を収納していたカモシカ小屋

(車庫)の梁が、“渡り偲"近くの“腰掛けあり継ぎ"

の部分で折れが確認された。梁はのちに、補強の

ための支えの柱を 1本追加して補強した。

5月 25日 【土台回し】【束石】【猫板】

土台とする材に防腐剤 (クレオソート)を塗布し、

6ケの羽子板付き束石をコンクリートで作つて設置

し、ベタ基礎の上に渡す。

東石を作る際に使用した器は、勤め先の給食に

使われた1号缶と呼ばれる規格品である。筆者宅

で1号 缶は、蝋燭入れ、小物入れ等容器として

様々な場所で活躍する。1号缶は径 16センチの市

販の蓋でも付ければ立派な容器となる。缶そのも

のを焼いて黒錆 (四酸化三鉄)をつければ内部か

らの腐食を防ぐことができ、さらに古色然とする。

土台を基礎に渡す際、基礎と土台の間に、柱の

落とし位置にクリ材による猫板 (基礎パッキン。10

センチ幅×30センチ長×30ミ リ厚)をかませる。これ

は基礎を欠き取つて設ける従来の床下換気口に

代わる近年の換気法で、布基礎部分を欠かなしヽこ

とから基礎の強度を損なうことなく十分な床下換

気を行おうとする方法である。

土台回しは 6月 5日に終了する。

6月 11日 【足場】【上棟】【仮筋交し¶【面あらわ

し柱】

かつて我が主屋を建築した際の棟梁の F大工

の援助を得て、柱を立て、梁や桁を渡す……、しヽわ

ゆる上棟を行う。垂直をとった柱の固定のために

四方に仮筋交しヽが入つてゆく。

材木の持ち上 |ず にはクレーンは使わず、すべて

人力で行う。

足場は主に脚立に板を渡すという素朴なもので

済ます。屋根の軒が一番低い西面だけは大工が

設置した簡易足場が据えられ、しばらくは貸しても

らって使つた。安全な作業をするために足場の確

保は殊に重要である。

この上棟は肝心なもので、基本の柱を、全方位

にわたって垂直を正確に出す必要があった。これ

を素人仕事とすると少なからず狂いが生じ、後 々

まで構造上にP・5題が残り、修正も不可能となる。

実家の解体で出た丸太のままの松の梁材の2本

は一面のミミを残して 3面を整え、ヒュッテ部の面

あらわしの柱とした。柱材は主に桁にしたが、それ

はステイン塗料(浸透性塗料)が塗られたそのまま

のあらわしなのですぐにそれと分かる。材本として

の強度を出すため、ホゾ穴は本材でていねいに埋

めた。

6月 15日 【垂木】

垂本を取りつけはじめる。寸が足らなし嗜『材は、
“そぎ継ぎ"として継ぎ足した。垂本部材は古材や

廃材だけではとうてい間に合わず、30本をホーム

センターMから約 3万円で購入して充てた。

垂木の打ちつけは“大釘打ち"(両側面斜め打ち)

で行い、18日 に終了する。

6月 19日 【野地板張り】【ルーフィング】

鋼材箱が約 50、 さらに届く。

釘を抜き、同じ規格 (15ミ リ厚)に製材した大量

の板を、野地板として張りはじめる。野地板を張り

終え、妻側からはみ出した部分を丸ノコで切り揃
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えて、作業は 22日 に終了する。

最近の住宅建築では野地板を杢板で張るとい

う作業|ま見当たらなくなつており、合板に取つて代

わられている。合板は水に弱く、最近の住宅の寿命

の短さはここにも表れているように思う。

引き続いて、アスフアルトルーフィング (屋根葺き

材下の防水材。並製 50メートル巻 3,400円程度

のもの)を軒端から棟にかけて全面に巡らす。しか

し最後の棟部分を張るに足らず、地区の S大工に

相談すると大工仲間とすぐに連絡を取つてくれ、

仲間にストックがあるということですくに駆けつけ、

譲つてもらって事なきを得る。

7月 8日 【屋根鋼板葺き】

F大工に依頼し、トタン (亜鉛鋼板・赤)で屋根を

葺いてもらう。大工のご長男が板金工とのことで、

屋根葺きのための道具・用具も用立てていただい

ての作業だつた。屋根の色が赤であるのは＼筆者

の一貫した美意識である。

請求にしたがって大工へは、上棟と屋根葺きの

手間とトタン材料代とで 183,000円を支払う。

屋根をトタンで葺いてもらったことによって雨の

心配がなくなり、屋根の下での作業が可能になつ

た。雨の日に野外で仕事をする場合|よかつて、キャ

ンプで使つていたタープテントを張つてしのいだも

のだが強い雨風には耐えられるものではなかった。

屋根のありがたみをしみじみと感じた。

7月 9日 【間柱】【本筋交し¶

間柱と本筋交しヽを入れていく。これによって家

屋の構造が少しずつ強固になっていくことが実感

できる。本筋交いを入れるかわりに仮筋交いを取り

払う作業は一種胸のすく思いがした。

本筋交いの接合には、“大入れ欠き込み"を使う。

現代の家屋の建築では、この接合も安直に金物に

置き換えて作業の効率化を図っているようだが、

金物使しヽよりも材に直接刻みを入れて差し込む方

が強固であるのは間違しヽないだろう。そうしヽう昔な

がらの技法を使つた。

この作業は 25日 までを要した。

7月 25日 【窓枠塗装】【額縁】

2000年夏に解体直前の中学校から貰い受けて

tlたガラス窓のアルミの枠を、養生をていねいに施

しながら黒のスプレー塗料で塗装する。

翌日から窓枠を入れはじめる。31日 までに、3箇

所の窓枠を設置する。

窓台や窓まぐさの造作、窓枠のはめ込みは前作

で 2箇所経験済みであり、作業はスムーズに進ん

だ。

追って、額縁を入れた。額縁の端は45度に切つ

て合わせた。本国を隠すことがひとつの美意識と

されてきた日本の造作や建築で、なるほど目につ

くところに本国は見当たらない。角の45度切りもそ

のひとつの技法なのだろう、それに倣つてみた。

額縁が入つて、窓を入れる下準備が整う。

7月 31日 【火打ち梁】

火打ち梁 4本を、“かたぎ大入れ"で四方の梁

と桁に渡す。F大工の助言で、通常の倍の長さ(6

尺■182センチ)を取つて渡した。渡す長さが長いほ

ど構造は強固になるということには理があると思

つ。

8月 2日 【床レベル】【床束】【大引き】

水準器を頼りに床のレベルを定めるが、風除室

を除い担こュッテ部 5坪 (10動 の広さの水準を取

るむずかしさをつくづく感じた。何度も何度もやり

直した。本当は、正確な墨を付けたくて3,000円ほ

どの簡易なレーザーレベルを買つて使つてみたが、

光の加減かどうも光線の位置が把握できず役立

てることはできなかった。

置いた束石に床束を立て、大引きを渡して床の

土台ができる。

8月 4日 【床下収納】

ヒユツテの床下の有効利用として、塗料等の収

納スペースを確保する。そこに2台の荷車を滑らせ

るためのレーリИこ当たる下地材を設置する。

8月 5日 【床断熱】【溝切りカッター】【床張り】

床に断熱材を入れるために、5ミリ厚のべニヤ板

(選挙ポスターの板)を大引きの上に敷き、45ミリ

角材の根太を渡す。そこに農業用ポリシートを敷き、

グラスウールの断熱材を隙間なく入れる。現代の

建築ではこの部分を安直にする傾向があり、断熱
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材を省いて、大引きに一気に 24ミリほどの厚い合

板を張つてフローリングの下地として済ましてもい

るようだ。

断熱材を入れた上に相欠きした 22ミリ厚の板

材を張り巡らす。この 22ミリ厚板材というのは一

般建築ではとても考えられなしヽほどの贅沢だろう。

鋼材箱にはこの程度の厚みを持つた板も相当数

含まれており、板厚によってより分け、数年にわた

ってストックしていたものを使つた。

相欠きは溝切りカッター(仕上げ溝切り。日立工

機社製)で行つた。この溝切りカッタ ま前作の車

庫作りから導入したものだが、大量の部材を相欠

きするのに大しヽに威力を発揮した。溝切りカッター

はかなり高価な買い物で(ホームセンターM扱い。10

万円くらしヽだったと思う)、 今だつたらネットオークシ

ョンで中古品を安価に入手できると思うと少々悔

しい。

12日 に床張りが完成する。床の完成はひとつの

大きな区切りと思しヽ ビールで祝杯を上|ずる。

床張りを振り返つてみると、一枚の板のタテの歪

みが修正しきれていないものもあり(それでも十分

に気を配つて修正したつもりだったのだが)、 さらに

打ちつけの際の板の追い込みが甘く、しかもヒュッ

テが出来上がってからの薪ストーブによる乾燥が

加わつて、目地あらわしのように隙間が空いてしま

つたものだつた。隙間が空いたというのはそこにゴ

ミやホコリがたまるということであり、定期的な吸

引による掃除が必要となつた。その対処にはパテ

等による目地埋めも検討してみたが、費用対効果

や見栄えなどからして、その後も躊躇しつづけた。

8月 13日 【水切り】

土台に水切り下地材の角材を周囲に渡す。購

入したサブ回ク判のトタン板 (約 1,000円×2枚)を

切つて曲げて水切りを作り、角材に打ちつける。

水切りは今やホームセンターで市販されてもい

るが、ちょつと工夫すればまったくの安価でできる

ことを知る。要は、トタン八サミが一丁あれば済む

話である。

油性塗料の色を調整して、赤錆色を作つて、水

切1,に塗る。

8月 16日 【電気配線】【換気扇】【蛍光灯】

電気を通すため、電線を主屋の外付けコンセン

トから引く。電線は水道管として使われるポリエチ

レン管 (通称「黒ポリ」)の中に入れ、地下に埋設す

る方法をとった。電柱を立てて引く案も検討したが、

分けても費用の関係で埋設に落ち着いた。黒ポリ

は不要物として 2000年頃に職場からもらっていた

もので、もらったはいいもののそれまでに活用の機

会はなく、ここでようやく日の目を見た。

筆者が出向している職場の電気工事士の Yさ
んと F大工の教えにしたがって電線の配線をし|ま

じめる。30日 に、工事士に配線を点検してもらしヽ

(一部は張り直してもらい)、 最後に結線をしていた

だしヽた。

工房部に換気扇と蛍光灯を取り付ける。換気扇

は主屋内の作業部屋で使用していたものを取り外

して転用し、蛍光灯は一番安い直筒管のものを 2

セット購入した。1セットで 2,400円 ぐらしヽだったと

思う。電灯 (蛍光灯)が点るうれしさを覚える。これ

で、夜間も心おきなく仕事ができる。

工房部のコンセント回は2箇所、西に二日、東は

様々な電動工具が据えつけられているので三口

をつけた。風除室には灯り採りに1箇所二日、ヒュッ

テ部には2箇所、西に三口、東に二口をつけた。

コンセントプレートはすべて使用済みの、貰いも

のの金属製のものを使つた。

8月 25日 【防水透湿材】

防水透湿材(デュポン社製タイベック)を外壁下

地全面に張る。高気密高断熱であるがゆえに寿命

が短しヽとされる現代の家屋 (家 自体が呼吸困難に

陥るのだから短命なのは当然だろう)で、かろうじ

て耐久性を保持しているのはこの素材によるとこ

ろが大きいと思う。

防水透湿材は 1巻 50メートル 5,000円 と値は

張ったが、肝要な部材と考えて購入した。しかし、

壁面全面を覆うには少々足らず、とはいえさらに 1

巻を買う気にはなれず、結局足らなしヽ部分は、農

業用ポリシートで代用した。

9月 3日 【薪ストーブ】

ヒュッテ部に設置する薪ストーブをホームセンタ

ーMより取り寄せで、69,800円 で購入する。新潟の

ホンマ製作所のデザインで、中国で作られた

，
“

，
“



● ¬

猟
ヽ
感

≒ ゛



MS-310丁Xという名の重量約 90キ国のもの。フォ

ルムが美しく存在感がある。耐久性に疑間が残る

が、格安だと思う。

9月 11日 【メガネ石取りつけやり直し】

ヒュッテ部の煙突を通すためのメガネ石の位置

が不適切だつたことに気づいてやり直す。壁からの

距離があまりに近すぎて、ストーブの設置そのもの

ができなくなるところだつた。

9月 18日 【工房部内壁面 (西 )張り】

工房部の内壁面 (西 )を構造用合板で張り上げ

るこの材料は、端材ゆえに業者が捨てていたもの

で、断つてタダでいただしヽてきた。が、どうしてどうし

て、多少モザイク様でも立派な壁面ができた。

面積分合板代、約 1万円が浮いた。

10月 9日 【自動カンナ】【タテ張り】【換気口】

外壁面を板で覆うために、解体した鋼材箱を同

規格 (18ミリ厚、160ミリ幅)に製材する。これまで

にも製材をくりかえしてきたが、自動カンナ (マキタ

社製312ミリ)はその度に威力を発揮してきた。この

マシン|ま 2001年の 8月、つまり車庫を作るところ

から加わつたのだが、これなくしてヒュッテの建築

はありえなかつた。

実は鋼材箱の難点は、使われている釘がスクリ

ューで、途中に 2本の微細な針金がくっついている

特殊なものになつている点にある。それは打ち込む

ことによって板同士をより強固に接合するために

なされているようだが、釘を抜くと、その微細な針

金が板の中に残つてしまうことがままあるのである。

表面に見えるものはひとつひとつラジオペンチで

つまんで抜しヽたが、抜き切れるものではなかった。

そういう板を製材するということは残つた微細な針

金がカンナの刃を少しずつ傷めてしまうリスクを負

つていた。それで、シーズンに一回は刃を研ぎに出

した。刃研ぎは 1枚で 800円、刃は 2枚、計 1,600

円。自動カンナの維持にはこのような保全費もか

かっている。

外壁を張りはじめる前に、防水透湿材の上に、ヨ

コ這わせ胴縁を約45センチ間隔で打ちつけた。こ

こで注意を要するのは、防水透湿材と外壁の間に

胴縁によって隙間をこさえ、空気を逃がす道をつ

けてやることである。そうすることによつて断熱や

除熱効果が期待されるという。胴縁そのものへも

穴/ci開 けて空気の通り道を確保したが、たぶんそ

れは近々ツチバチ (土蜂)によって泥で埋められて

しまうだろう。ツチバチは抜け目がなしヽ

胴縁で下地を整え、外壁をタテ張りに打ちつけ

はじめる。まず玄関のある正面の南面を張り、次に

北面に進んだ。さらに西、東と作業を進めた。順序

を南、西、北、東としなかつたのは、途中、同規格の

材料が切れてしまうことを恐れたからである。案の

定、南面と北面が済み、西面と東面を張つている

途中で 160ミリ幅の板は底がつき、それ以降はや

や幅狭 (130ミリ幅)のものをあり合わせで作つて、

急場をしのいだ。

南北外壁面に既製品の軒下換気口 (380円 )を

2個ずつ、東西外壁面には100円 ショップの調理具

の落とし蓋を工夫して作つた換気口を2ケずつ取り

つけた。

ηO月 14日 【シャッター】

南陽市赤湯の建設資材販売の Y商店を通して

依頼したシャッター(三 和シヤッター社製)が、米沢

市川井の M工商によって正房口 (1.5間 )に取り付

けられる。シャッターは前作の車庫同様、内巻きで

黒塗装のものを希望した。請求は89,000円 だつた。

他の業者にも話を聞いて比較してみたが、この請

求は安いと思う。

工房部国の開閉は本の扉も考えはしたが、今

後家具等大物の出し入れが予想され、シャッター

でよかつたのだと思う。

10月 29日 【ハンマードリル】

電気工事士の Yさんが救援に入つてくださり、

基礎の上部から出ていた電気の引き込み管を基

礎の下部分から出すよう、ハンマードリルを使つて

レンガ壁に穴を開けてしヽただく。これで、一部不自

然な外周りがすっきりした。

10月 30日 【ガラス窓】

地区の設備屋の Sカロ正から購入した引き窓 2

セツト(工房部北、ヒュッテ部南。1セット12,500円 )

を入れる。基本は貰いもので済ますが、適当なも

のは底をついていて新規に購入することとした。ェ
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房とヒュッテの風通しには是非、ほしいものだつた。

すでにはめ込んでいた窓枠に、アルミ部に黒塗

装を施したガラス窓を 3箇所に入れる。

アルミサッシ窓は、素地の灰色がどれほど建物

を味気ないものにしていることかと筆者は常々思

つてきた。本当は、窓は本枠で、ペアガラスや2重サ

ッシがよいと思うが、それは財布との相談である。

アルミ部の黒塗装は、見栄えと機能と予算の妥協

の産物と言える。

窓枠にガラス窓が入ると、殊にうれしくなる。か

つて家族で―緒に読んでいた日―ラ=インガルス=

ワイルダー(18671957)の『インガルスー家物語』

3の『プラム・クリークの土手で』にあつた、家に|まじ

めてガラス窓が入つたときの家族の喜びの場面が

思い出された。

ガラス窓の出現は、家に居ながらにして外を眺

めることができ、しかも開閉によつて風量も温度も

調整することができる、人類の家屋史上で最も革

命的な出来事のひとつだつたと思われる。

11月 8日 【薪ストーブ】【煙突セット】

工房部の薪ストーブとふたつのストーブの煙突

セットが届く。

薪ストーブはネットオークションにて 37,500円で

落札して入手したものである。ストープはマッチ箱

のようなフォルムが妙に新鮮だつた。これで、工房

での作業で出る使いようのなしヽ端材やオガ屑など

を燃料に、暖を採つて製作に励むことができる。

煙突も同時にオークションで落札した。106ミリ

径 (工房部)および 150ミリ径 (ヒュッテ部)の煙突

セット(メガネ石やメガネ石覆いの鉄板も付属)が

53,420円 という、常識で|ま考えられない安さだつ

た。ただし、板厚は薄く、造作|まいずれも八ゼ折で

ある。

以上のオークションは知人に代行してもらったも

のである。今はちがうが、当時の Yオークションは

5,000円 以上の落本しには会員として会費を納める

必要があつたが、筆者は会員ではなかつた。

11月 12日 【ブレーカー】

電気を引いた外づけコンセントは電気工事士の

Yさんによつてブレーカーに作り換えてもらう。当初、

筆者にはこういう発想はなく、さすがはプロと思つ

た。これによって、工房部での超過消費電力にブレ

ーキがかかる。このブレーカーには、12月 10日 に、

本板製の赤い小屋型覆しヽを取りつけた。

ここで外して不要になつた外付けコンセント|ま、

工房部の外壁に取り付けた。

11月 13日 【工房部炉台】

工房部の薪ストーブ設置のための炉台は、玄関

アプローチなどに使つたリバーストーンの余りで玉

砂利あらわしとする。

覆い壁はレンガを使つて作りはじめる。正寸のレ

ンガを積み、左右両端は半かけ分の隙間があき、

モルタルで固まった後に半かけ部材を補つた。より

安全な構造をと思って、内壁と覆いの間に約 10ミ

リの隙間を空けた。

炉台と覆い壁は 19日 に完成する。

この年、22日 に初雪が降つた。

12月 10日 【工房部の断熱】

工房部の内壁を、グラスウールの断熱材を入れ

つつ、その上に 5ミリ厚のべニヤ板を張り、さらに、

購入した12ミリの針葉樹構造用合板を張り巡らす。

べニヤ板の上に針葉樹構造用合板を重ねるとい

うのはちょつとやり過ぎの感はあつたが、断熱効果

がより高まるのではと考えてのことだつた。針葉樹

構造用合板はホームセンターKから 1枚約 1,000

円で計 30枚を購入した。

工房部の内壁は 24日 にすべてを張り終える。

工房部にはまだ暖はなく、主屋の部屋で使つて

いる温風ヒーターを置くものの暖房能力が低く、長

しヽ時間の作業には耐えられるものではなかつた。

12月 19日 【ポリシート覆し1

塗装前の外壁が、雪 (が解けた水)が染みこんで

傷まないように、ヒュッテ全体に農業用ポリシートを

巻いてこの年の作業を終了とした。

まだできぬ玄関ドアの設置位置には骨童屋から

貰つてしヽた突き板(天然木化粧合板)の引き戸を打

ちつけてこの年の作業を終了とした。
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4月 15日 【鋼材箱処理】

雪が解けてきて地面が顔を出し、この年はじめ

て、野外で本格的に働く。

冬の間カモシカ小屋(車庫)に保管しておいた未

処理の鋼材箱からの板取り作業をはじめる。釘を

抜き、幅を揃え、ヒュッテ部の腰板材をストックす

る。

5月 8日 【煙突立ち上げ基礎】

煙突の立ち上|ずを支えるための基礎を作りはじ

める。地面を約 15センチ掘り下げ、グリ石を敷きつ

め、捨てコンを打つ。その上にモルタルで石とレンガ

で意匠をこらして作る。13日 に終了する。

この作業は、煙突の壁面からの距離や位置取り

についても勘案し、かなりの計算を要した。

6月 3日 【意匠性スリット】

外壁の板と板の合わせ隙間を埋めるべく、45ミ

リ幅、15ミリ厚のスリット材を打ち付けはじめ、26

日に終了する。

アメリカの古い作業小屋などに見られるスリット

模様は簡素にして美ししヽと思う。一lal、 ターシャ=テ

ューダー(Tasha ttudor 1914-2008)の 納屋もそうで

あった。

6月 9日 【玄関口庇】

一度はあきらめていた玄関国の庇をやはり作り

たいと思い直し、地区のS大工に相談する。外壁が

できてからの庇作りは予想通りむずかしく、そのむ

ずかしい作業をていねいに教えてもらってり

`戦

し

た。

その方法はまず、外壁の柱が通る場所に角材幅

の3寸四方の穴を3箇所開け、そこに突き出し材を

差し入れて羽子板ボルトで固定し、そこにヨコ材

(桁)と 垂木を渡すというものだつた。大工に教え

を請う前に自分なりの方法を考えていたのだが、

その大胆な発想には驚かされた。

そこで自分なりに工夫し、外壁の角材の本国分

の穴は、ジグソーで、しかも刃をちょうどよい長さに

折つて切り落とすという方法をとつた。

構造材を組んだあとはルーフィングを行い、あり

合わせの波トタンを張つた。そして、手持ちの塗料

で色を調整し、塗って仕上げた。

6月 26日 【外壁塗装】

インターネットで購入した塗料キシラデコールの

タンネングリーン色(16リ ットル)を外壁に塗りはじ

める。塗料はネットが断然安く、26,000円 ほどだっ

た。ホームセンター価格の 2～ 3害」安という印象で

ある。それにしてもキシラデコールは高価だ。

まず水切りに近い部分をていねしヽに塗り、それか

ら全体に広|ず、すべてを2回塗りして7月 11日 に

終える。

7月 16日 【ヒュッテ部内装】

ヒュッテ部の内装に取りかかる。

まず手はじめに、防火用にと、ストーブ設置位置

の天丼および壁面にケイカル板を張る。

このケイカル板のほとんどは建築現場から貰つ

てストックしていた端材だが、それだけでは少し問

に合わず、ホームセンターからサブロク判 1枚だけ、

530円で購入して作業を済ます。

その他の壁面については防火効果の高いプラス

ターボード(石膏ボード)、 その上に5ミリ厚べニヤを

張ることを考えた。まずはプラスターボードを 10枚

購入して5枚ほども張りつけてはみたが、どうも

弱々しくもろく感じられ (その壁面には釘も打てや

しない)、 張つたものをすべて撤去し、ほしい人にも

らってもらった。安価に仕上げて構造に問題が残る

よりは、構造上より強固な方法を選択した。それで

針葉樹構造用合板を内壁のすべてに張りめぐらし、

31日 に終了する。

合板の内側には、すべて発泡スチロール製の断

熱材を入れた。幅の規格が違つていたので、いちい

ち胴付ノコで切って入れ込んだ。

この膨大な断熱材は、近くの施設の解体に際し

て出たもので厚さは 60ミリである。解体業者にす

れば処理に費用のかかる厄介者、こちらにすれば

有用で上質な断熱材がタダで手に入るという、願

つてもないこと。こういうやりとりは気持ちがいい。

8月 1日 【ヒュッテ部炉台】

ヒュッテ部の薪ストーブ設置のための炉台を南
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陽市の実家から持ち帰った凝灰岩 (約 45センチ

幅、90センチ長、10センチ厚)とレンガとで作る。

凝灰岩 |ま加工がしやすく、ディスクグラインダーの

石工用アタッチメントで自由に成形することがで

きた。覆い壁はレンガで作り、ストーブ設置のため

の下準備|ま 8日 に終了する。

8月 19日 【切窓】

ヒュッテ部と風除室の壁に片倶1開閉式のガラス

の切窓を入れたしヽと思しヽ、作りはじめる。冬場の室

温調整や、夏場の、風の通り道のためである。

ガラス板は地区の公民館から廃品として出た食

器棚の引き戸を利用し、22日 に取り付けをする。

ダイヤモンドカッターでガラスを切る感覚を久しぶ

りに思い出した。

8月 27日 【風除室天丼】

風除室の壁および天丼に発泡スチロール製断

熱材を入れ、相欠きした板材で天丼を張り1まじめ、

9月 8日 に終了する。

天丼を張つてゆくのはむずかししヽことではなしヽが、

板が火打ち梁にさしかかると、どんな風に欠き取つ

ておさめたらよいのか、その害」り出しが少々むずか

しかつた。

8月 29日 【主屋メンテナンス】【主屋外壁塗

装】

「築 20年でメンテナンス費用 100万 円」とはよ

く言つたもので、まったくその通りだつた。換気構造

の転換と水回りの再施工が必要となった。施工業

者は地区のS大工もチームに加わるY建設とE配

管にお願いした。

周囲には工事のために足場が張り巡らされ (設

置費用だけで 35万 円で、工事費の大きな部分を

占めていた)、 足場がかかつているうちにと思しヽ、主

屋の外壁の塗装を、約 10年ぶりに自ら行う。この

塗装は天候のよい土曜日曜を利用しての細切れ

の時間で、しかも窓等へのマスキング養生を施し

つつの作業の連続で、晩秋まで続いた。

ヒュッテの完成予定は建築当初から2012年秋

をめざしてしヽたが、これで大幅にずれてしまう。

9月 17日 【ヒュッテ部腰板】

この日よリヒュッテに腰板を張る作業をはじめ、

10月 10日 に終了する。

腰板材は相欠きしたもので、左右で約 5ミリの

差をつけて目地あらわしとした。腰板が周囲に張ら

れると部屋がぐっと引き締まるのを感じる。

10月 10日 【クリ材ベンチ】

かつて古民家の土台に使われてしヽたと思われ

るクリ材で、ヒュッテ内に設置するベンチを作りはじ

め、29日 に完成する。

フォルムとしヽい機能としヽい造作物として申し分な

いものとなった。これは、腰かけや物置台として利

用できるだろう。クリの地肌は美しし、

11月 4日 【塗装下地】【塗装のやり直し】

ヒュッテ部内壁の塗装に入る。本当は漆喰塗り

を施したかったのだが材料費があまりに高くつき、

結局|ま水性塗料による漆喰風塗装とする。

腰板部分を養生し、塗装の下地作りとしての目

止めの作業に入る。この作業はまった<たしヽへんな

ものであった。下地剤には、プラスターボード等に使

われる、安価な、粉パテ (メーコーコナパテV。 2キロ

で950円 )を使つた。水で溶いて銀(賛)で伸ばし
て均―になるようにし、パテが大方乾いたあとに、

サンダーをかけて平滑にした。

平滑にしなければ、この粉パテは、銀の使しヽよう

で様々な表情の壁面ができることを知る。

内壁の塗装色は念入りに検討し、カンペ八ピオ

社製のカントリーライフカラーシリーズからグレーホ

ワイトを選んで 2リットル缶を購入して塗ってみた。

ところが乾燥した色がイメージと違っていてがっか

りし、より自が強いスノーホワイトを再度購入して

塗り直す事態となる。長い年月に日常的に触れる

ことを考えると、3千円何がしかの金額はもったしヽ

なくも無駄にしてよいものと思つた。

マスキング、日地の整え、表面のサンダーがけと

本塗装 3回は思いのほか難儀する作業の連続で、

塗装が専業になり得ることを実感する。

12月 2日 【工房部収納棚】

工房部の設備の充実をはかる。

釘収納棚、錠と玄能、本槌、金槌の収納に心を

砕いた。館は、ネットオークションで、古びてしかも

30



轟
睡
■
Ｆ

l l,



安価なものを意図的に蒐集し、いずれも研しヽで使

えるようにした。昔の鍛造品は強くて美しし、

主屋内の作業部屋で使用していた工具等の収

納棚を運び入れて工房としての体裁を整える。主

屋内の作業部屋には小さな作業台とボール盤な

どの電動工具を載せていたテーブルがあったがこ

のふたつも工具載せ台として再利用した。

12月 23日 【山の写真】

ヒュッテ部の壁面構成として最も重視したこと

のひとつは、山にまつわる写真の掲示だつた。3枚
の額 (1枚が68×28センチ)を手作りし、ひとつの額

にA5サイズの4枚ずつの写真をおさめたが、写真

はいずれも色を抜いてグレースケールあらわしとし

た。写真は色を抜いた方がより彩りあるものとなる

という思しヽが筆者にはあった。

山の写真はヒュッテの雰囲気を醸すと同時に、

今は巣立った子どもたちがまだ小さかったころの

ものも含めて家族の山行きのヒストリーの意味合

いも込めた。

写真は、地理的に南から尾瀬ヶ原 (群馬)＼ ―切

経山 (吾妻連峰。福島)、 弥兵衛平 (吾妻連峰、山

形 )、 大朝日岳 (朝 日連峰。山形)、 鳥海山 (山形)

等、しヽずれも愛すべき山々である。のちの模様替

えで、以東岳 (朝 日連峰。山形)と飯豊本山 (飯豊

連峰。福島、山形)を加えて既存に差し替えた。

12月 31日 【ソローの肖像】

ヘンリー=デ イヴィット
｀
=ソ ロー (Henry DaMd

丁horeau 1817 62)の 肖像を飾る。ソロ は、アメリ

カ合衆国マサチューセツ州コンコードに生まれ、終

生そこで暮らした博物詩人である。

ソローはウォールデン湖畔の森の中に自ら丸太

小屋を建て、自給自足の生活を2年 2ヶ月間送る。

代 表 作 の『ウォールデ ン・森 の生 活 (WALDEN,OR

日FEIN THE WOODS)』 (1854)は その生活の記録 を

まとめたものであり、その思想は後の詩人や作家、

ナチュラリストに大きな影響を与えた。先にぶ、れた

ターシャ=テューダーもしかり。

筆者の森行き、森住まい、森の生活はソロ によ

つて導かれたといって過言ではなしヽ ソ回一の清澄

な人生を思う。

●

2013年

1月 1日 【木製単板スキー】

知り合いの骨董屋からいただしヽていた木製単板

スキーを薪ストーブわきの東壁面に飾る。

日本で木製単板スキーの製造が始まったのが

1912(明治 45、 大正元)年、合板スキーの製造開

始は 30(昭 和 5)年とのことなので短く見積もって

も85年以上を経たかなりの時代物だと思われる。

材はイタヤカエデ (板屋械樹)だろうか。ストックは

ポールが竹で、輸は籐 (ラタン)を皮でつなぎとめて

いる。

時代物のスキーは、見てしヽるだけでうっとりする。

素朴で美ししヽ逸品と思う。

1月 4日 【ウォーリレシェリレフ】

カーテン棒受けとそれに連結するウォTルシェル

フ(壁棚)を作る。

カーテンは、主屋に倣つてレールではなく丸木棒

を吊つた輪が滑る方法を取つた。

ウォールシェルフには、のちに民芸品などを飾る。

1月 6日 【壁燭台】

壁燭台を 2つ作つて、設置する。

燭台受けの形状を工夫した。燭台本体は旅館

の食事でよく出てくる個土鍋を受ける鋳鉄コンロ

を利用したが、これは 100円ショップで求めたもの

である。

紡織の古しヽ糸巻きを知り合いの骨董屋と友人

からそれぞれ貰つていたので、その上にもちょうど

コンロが1又まり、移動式の燭台も4つ作つた。

2月 4層ち【上がり枢】
上がり枢 を作りはじめる。本当は床板張りのと

きにすべき作業だったものがここまでずれ込んで

しまい、とてもむずかししヽ作業となつた。難儀するだ

ろうと思って、後回しにしてきたツケが回つてきた

感じだった。ものづくりには常に順序というものが

ある。1順序を無視したり侮ったりすると、あとでしっ

ぺ返しがくる。

15日 に、苦労して作り終える。

32



』

「
'Ii

餞 躙



2月 15日 【ドアA】

工房部から風除室へと通ずるドア(A)を製作す

る。ホゾとホゾ穴を作つてしっかりと組み、接合部

にコーススレッド90ミ リを打ち込んで骨組をこさえ

た。片面 (工房側)|よべニヤ板、片面 (風除室倶1)は

杢板張りとそれぞれの部屋の表情に合わせ、空洞

にポリスチレンフォーム (青色スタイロフォーム25ミ

リ)を入れたフラッシュ構造とした。

廃材のガラスを切つて、上部にはめ込んだ。

ドアノブは一番安価な 1,780円 のステンレス製

空錠を取り付ける。

2月 25日 【古家具修理】【風除室灯り】

造作が一段落し、学校の解体で出た古家具の

修復をする。欠損している引き出しの一つを新た

に作り、底板が抜けていたものを新たに付け替え

し、金具はすべて新調、塗装を新たに施してよみが

えらせた。

風除室にセンサー付き LEDライトを取り付ける。

シェード(傘 )は、実家で使つていたレトロな乳白色の

ガラス製を使う。昔なつかしい電傘はヒュッテにと

ても似合つていると思う。

翌26日 、積雪は265センチを記録した。

2月 26日 【風除室塗装】

風除室の塗装を施す。室内同様、下地剤で目

地を埋め、研磨して平滑にし、その上に水性塗料

スノーホワイト色を3回塗りした。

3月 3日 に終了する。

3月 10日 【ドアB】

風除室からヒュッテ間への、2枚目のドア (B)を

製作する。前作同様に骨組みを作つて、両面を杢

板材 (材料がなかつたわけではないが、ザラ板が安

価で出ていたのでそれを製材して使つた)で覆しヽ、

中にポリスチレンフォーム30ミリを入れたフラッシュ

構造とした。このポリスチレンフォームは、今は家を

出た娘のベッドの下敷きとして使つていたものを

転用した。このドアにも、先の工房部から風除室へ

のドア同様、ガラスを切つてはめ込んで窓とした。

ドアノブはネットオークションで落札した箱錠 (開

閉する装置が金属の箱に収まつている。ただし今

回入手したものには鍵が付属しておらず、錠の機

能を果たさなしつを使つた。落札価格|よ 2,400円 く

らしヽだった。真鍮製の美しいものだが座金が欠品

していて、羽子板ボルトの羽子板部分を切つて自

分でこしらえてみた。この座金は我ながら、グッドア

イデアと思う。

3月 14日 【外灯 (玄関灯)】

夜に玄関を照らせるよう、南壁面に昔風の外灯

を取り付けるイメージがあった。シェードとそのサポ

ート(支柱)はネット通販で 1,600円という安さで取

り寄せ、灯りはセンサー付き LEDライトを使つた。こ

の外灯のフォルムが美しい。

職場からの帰り、夕暮れどき、この灯りが迎えて

くれるのはうれしいものだ。

3月 20日 【風除室壁面構成】

風除室の壁面構成をしはじめる。実際の馬蹄

(骨重屋 Yから貰つたもの)や真鍮製の馬飾り(100

円ショップのもの。インド製)を壁に取り付け、愛用

のスノーシューや学生時代にスケッチ旅行や山行

きに使っていたアルミパイプの背負子式リュックを

配置した。背負子式リュックは、今はもう見ることは

なくなつて、なつかしい。

壁に小割り材を渡し、フックをつけてトレッキング

ポールや作業着等を掛けられるようにした。

3月 23日 【丸テーブル修理】

学校の解体にともなつて出た丸テーブルの割れ

の入つた天板を補強するため、20ミリ厚の板を継

いで天板を取り付ける。

このテーブルには、客があった時にはコーヒーや

ワインが載せられるだろう。

3月 24日 【書架】【フクロウ】

6段ある書架が完成する。使つた22ミリ厚の板

は鋼材箱から取つたものである。仕口を“大入れ"

とし、頑丈な作りとした。

さつそく愛蔵の書を並べた。蔵書のコンセプトを

「山」「自然」「環境」「暮らし」とし、エッセー、思想書、

山の地図、山歩き,野遊びのガイドブック、植物図

鑑、自然や野の花にまつわる絵本、建築や暮らし

の雑誌等で構成した。これで、思う存分読書が楽

しめる。
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書架に文庫本スペースが一段空いて、そこに蒐

集したフクロウの民芸品を飾つた。これらはメキシ

ヨやインドネシア、ペルーや日本などで作られたも

ので、素材も表現も様々で楽しし、

フクロウ(臭 )は森の生態系のひとつの頂点。フ

クロウが住むことができる森というのは自然が豊

穣であることの証明でもある。ここ鍮離の森にも夜

にはフクロウの鳴き声が響く。この環境が続くこと

を願うばかりだ。

4月 14日 【風除室腰板回し】

風除室は腰板を回すのかどうか、全面を板張り

にするのかどう力V悩んだが、結局、傷防止を兼ねて

腰板を張ることにする。

腰板|まヒュッテ部同様、左右で約 5ミリの差をつ

けて目地あらわしとした。

4月 20日 【アイアン脚テーブル】

病院の作業小屋解体時に出た美ししヽアイアン

脚を使つたテーブルを作る。風除室の奥の位置で

花を飾るための台とする。

4月 24日 【シードノヾンク】

書架同様 22ミリ厚の板を使い、仕口を“大入れ"

とし、7段のシードバンク(seed bank=種の銀行)の

棚を作る。窓辺のデスクをはさんで、左の書架と対

となるようにした。

筆者はジャン=ジオノ(」ean Glono1895 1970)

の『本を植えた人』(こぐま社)の主人公ブフィエに

はなれずとも、種を拡 |ずる人にはなりたいと思つた。

種は、希少種や造形的におもしろいものを蒐集し

てガラスの瓶に入れて飾るだけでも美しいのに、興

味ある人に貰ってもらい、その人が種を蒔いて育て

たら楽しし、

シードバンクを意識しはじめてから、特に晩秋の

枯れ野に、種をさがして歩く楽しさが加わった。

種の収納のためのガラス瓶は薬瓶が美ししヽと思

い、100円ショップのSに特別に注文し入手した。た

だしこの商品は現在では廃版になっており、ネット

で同様のものを探せば 1ケが400円となつていた。

コーヒーなどを入れるアルミのフタ付きガラス瓶

(キャニスター)も美しく思えて集めた。また、病院

の解体前にもらっていた本格的な未使用の薬瓶も

相当数含まれてしヽるが、医療用だけにこれを買う

となるととんでもない金額となる。

種は現在、木本が 30種、草本 26種であり、今

後その数はさらに増えていくだろう。

5月 3日 【民芸品】

風除室とヒュッテ内部に民芸品を飾つた。

風除室窓辺のキツネは、秋田は角館のイタヤ細

工である。イタヤカエデ (板屋械樹)の枝の丸太を

館で 3タテ 6等分したもので、それぞれに亥」みを

入れてキッネにしている。害」つたものなので、位置

よく合わせればまた元の丸太に戻るという趣向で

ある。はっきりとは思い出せないが、就職してすぐ

のころの旅イ子で買つたものだつたか。

室内北側の壁にあるキツネは約 40年近く前に、

北海道旭川で求めたもの。材質はオンコ(エンジュ

=祝 )であり、旭川民芸の逸品のひとつ。実はこれ

は、キツネの立派な尾の部分が刃になっているペー

パーナイフであり、クラフトの力を備えている。

室内北側のウォールシェルフに並んでしヽる民芸

品4点は、北海道は網走のもの。1点は網走升」務所

内で作られたニポポ人形、他3点は筆者が学生時

分の貧乏旅行のときに居候をしていた民芸品店

(O民芸店 ;網走市新町)のご主人作。いずれもア

イヌと北方原住民族に題材を取つており、「チパシ

リカムイ」「流氷小僧J「パシカ」と命名されてしヽる。

筆者の、北方への憧れ|ま今もって強し、

国シアの探検家アルセーニエフ(18721930)が

著した『デルスウ・ウザーラ 沿海州探検行』(長谷

川四郎訳、平凡社 1965)は 筆者の愛読書のひと

つである。のちに、『キネマ旬報』の「デルス・ウザー

ラ」特集をネットオークションで入手し、その中にあ

つた映画監督の黒澤明がこの作品を映画化する

際に描いたデルスウの絵コンテを額に入れて飾つ

た。

5月 4日 【ロッカー】

収納家具として想定していたもうひとつのもの

は、押入れ代わり、食器棚代わりとなるべ〈回ッカー

だつた。これは前 2作の家具(棚 )とは違い幅があり

奥行きが広く、まず骨格を作つてから針葉樹合板

や杢板を使つて張り上|ず る方法をとつた。シュラフ

やマット、毛布などの寝具とコッヘルやシェラカップ、
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コンロなどの調理器具をひとところに一緒に収め

るのはどうかと思つたが、これ以上家具を増やした

くはなく、妥協した。

当初この家具の開閉は扉を想定していたが、扉

は思いのほか場所を取つてしまうことが分かり、結

局、レールと一フックを用しヽたカーテン弓|きとした。

国ッカー最上部の板には市中より四季折々に見

ている奥羽山脈の南端、東の稜線=栗子山の山

容を八ンダゴテで焼いて描いた。愛すべきルーザ

ぐusa)、 万世町梓山旅籠はその裾野にある。

6月 3日 【デスク】

5月 半ばから木取りをはじめていたデスク(h730

ミリ、wl130ミ リ、d505ミリ)が完成する。脚には外 2

面は垂直に、内 2面口まイ頃斜をつけてスタイリッシ

ュにした。正面にふたつの引き出しをつけたが、前

面の板は捨てられていた跳び箱のナラ材である。

このデスクのフォルムは、かつて息子と娘の学習

用にと作つたものとほぼ同じものである。この、シン

プルかつ実用を備えたフォルムは今も筆者を惹き

つけてやまない。

デスクは、ひとつはものを読んだり書いたりする

ため、ひとつはここを利用する人の、思いを巡らせ

る仕器として。

6月 7日 【小棚】

シードバンクの棚には適さない大きなガラス瓶

ふたつ (山 形大学工学部の廃品として出たもの。

聞くところによれば、希少金属の保存に使用され

ていたのだという)を J又納したくて、ナラ材 25ミリ

厚の部材を使い、組をしつかり行つて小さくも頑丈

な棚を作る。

6月 7日 【作業台】

少しずつ少しずつ完成の日を思って緊張する時

間が過ぎてゆく。意識を切らさずに最後までやり遂

げるという、継続意識の途切れが怖くなつてきてい

た。何もできない、何もすることのない日は、掃除だ

けでもと思つて工房の汚れやゴミを払った。これま

でにもそういう日が幾日もあつた。

造作物の課題として最後の方まで引つ張つたの

は玄関回のドアだつた。それまでの 2枚のドアの構

造とは根本的にちがう、単板による組みのみで構

成されるもので、溝切り、相欠き、ホゾとホゾ穴の

加工などの技術を要する、覚悟を決めて本腰を入

れないととてもできない作業である。第一に、重量

が他とは違って格段に重い。

前作 2枚のドアの平面に歪みが生じていたこと

については、できてからではあとの祭りであった。そ

の原因のおおよそは、作業台そのものがあまりに

ちゃちだったことが考えられる。ビールケースを重ね、

そこに 12ミリ厚合板を一枚載せただけの上で作

業を続けてきたわけで、これで狂いが生じない方

がよほど不自然である。それでまず、以後の家具

製作などの作業も見越し、本格的な作業台を作る

と決めた。

この日より木取りを始めた。脚は3寸角、天板は

山大工学部から貰った40ミリ厚のもの (実験室の

作業台だつたのだろうか)を使用し、ホゾを組んで

がつしりとした構造に仕上げた。引き出しも 2つ付

けた。この引き出しにはのちに、平ノミとヤスリを収

納することとした。

工房は 12畳になったとはいえ手狭なスペースに

変わりはなく、作業台を定位置に置いておくことは

せず、相当な重量ながらキャスターをつけて自在に

移動できるようにした。

作業台は 23日 に完成を見る。

6月 22日 【カーテン】

ヒュッテ部の西と北のふたつの窓とロッカーに力

一テンを取りつける。筆者の誕生日となるこの日、

リクエストに応えて妻が作つて贈つてくれた。材料

は子ども部屋の仕切りに使つていた布の再利用で

ある。カーテン生地は綿素材で、無地にして色は生

成りだが、使われるべき布地はこれだという思いが

ずっとあった。

ふたつの窓のカーテンの開け閉めはレールでは

なく、のちに径 19ミリ鋼管 (電線管)をディスプレー

フックが滑るものにした。当初はラミン丸棒 (本製)

を使つていたが、棒を鋼管に替えたらカーテンの引

きが格段に違つてきた。

カーテンが入り、部屋が引き締まつた。

6月 29日 【ドアC】

この日より、玄関国のドア (C)の本取り魯まじめ

る。ちょうど 20年前の主屋の建築の際に余つた材
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料を保管していて、その一部をドアの枠材に充て

た。34ミリ厚 100ミリ幅の、曲がりも捩れもなしヽ征

目のしつかりとしたベイマツ(米松。ダグラスフアー)

と思しき材は骨格材として使つた。ドアの前2作同

様に、上部のほぼ同じ位置に窓枠をつけ、廃品の

ガラスを切つて入れた。窓枠の下は、18ミリ厚の板

材を相欠きして組み合わせた。

レトロな真鍮製箱錠 |ま前作のドアノブ同様ネッ

トオークションで求め (倉庫に眠つていた新品だそ

うで、今なら5万円ほどもするものを4,000円 ぐら

いで落本Lした。うれしかった)、 取りつけたのが 7月

21日 。彫り込んだり、亥」みを入れて穴の径を調整

したりと難儀な作業が続いた。

ドア全体に木材保護のためのステイン塗料を施

し、玄関に取りつけたのが7月 28日 だつた。取りつ

けには、病院の解体前に取つておいた頑丈なステ

ンレス蝶番を3ケ使用し、妻に支えてもらって固定

し、作業を終了した。

7月 8日 【網戸】

S加工に頼んで、ヒュッテ部 3箇所の窓に網戸を

入れてもらう。南の窓は既製品なので既製の網戸

だが、西窓と北窓はもう既に流通が停止している

廃版品なので寸法に合わせて作つてもらった。請

求は既製品も含め計 13,500円 だった。

これで夏、虫を避けつつ心地よしヽ風を通すこと

ができる。網戸が入つたことに感激を覚える。

8月 1日 【煙突設置】【支え梯子】

工房部とヒュッテ部に座る薪ストープの煙突の

設置を最後の最後に残した。最後に残したという

のはこの煙突設置の作業こそは最も困難を極める

と予想したからである。時間をかけて意識を高め、

じつくりと向き合おうと思つた。

薪ストーブで薪を焚けるようにするには適切な

煙突の設置が必要で、それを業者に依頼すれば

だいたいそのストーブの値段に匹敵する施工費が

かかるとされる。それだけ難儀するのだが、それを

自分で行おうとした。

ストーブの設置位置、ストーブからの煙突の立ち

上がりの位置、それを考慮して直角に曲がつて壁

を突き抜ける穴が運動している必要がある。その

穴がメガネ石であるわけで、ここに煙突が通らなけ

ればならない。つまり、メガネ石の位置がすでにス

トーブの位置をほぼ決定しているのである。

さらに、壁から出た煙突の、今度は立ち上がりの

位置取りがむずかしし、煙突の先端(煙突トップ)は

軒の下に置いてはならず (消 防法と建築基準法に

規制されてしヽる)、 軒端の外を通り、高さは屋根の

棟よりも上に出すことになつている。こうすることで

強風の際の空気の逆流を防ぎ、ドラフト(上昇気

流)の発生と吸い込みを容易にするのである。

煙突は普通、両脚の金具で固定することが多い。

煙突を壁の外に出す場合、外に出た煙突は壁から

の金具でタテ部材を何箇所かで固定し、軒 (また

は壁)からの金具でヨコ部材を固めるが、この方法

に筆者は以前から疑間を持ってしヽた (主屋で最初

に設置施工してもらつたのがこの方法だった)。 あ

ちこちの煙突を見て歩くとこの方法の煙突は傾い

ていたり歪んだりしていることが多く、それは風や

雪や地震などの自然から加わる力に抗し切れない

からのようだった。

それで筆者は、2007年の主屋の煙突の設置そ

のままに、まず地表面から伸びる垂直な梯子を立

て、梯子の左右の渡しに垂直管の最下部を落とし

て上下を安定させ、さらに渡しからタテを何箇所か

固定するのが最も安定し確実な方法とした。よっ

てそれを見越して、2012年 5月 にその梯子の立ち

上げのための基礎を打つておいたのだつた。

そこで適切な梯子があれば苦労はしないのだが、

約 6メートルの単梯子は1万 円を優に超え、これを

2本買いたいとはとうてい思えなかつた。それで、梯

子代わりを鋼材 (下地材補強材 RC 65)と Lアング

ル (L-59W)とで製作することにした。材料代とす

れば、接続のためのボルトナットを含め、8,000円

程度だったと思う。

梯子のピッチは、工房部から出る煙突のタテ位

置とヒュッテ部から出る煙突のタテ位置の差 (68

センチ)として、6本ずつのヨコ材をLアングルで渡

した。軒端からの適切な距離を割り出した上での

梯子の接地位置の計算もあり、頭を使つた。

ホームセンターM扱いの鋼材の最長は4メートル

で、煙突トップのあるべき高さに若干足らず、立ち

上げ基礎の上にフェンス基礎ブロック(180X180×

450ミリ)を載せ、羽子板ボルトを付けて固定した。

この煙突設置工事は難儀したが、8月 15日 によ

40



-_:,rf,---

‐
 斑・

ヽ
、費を



うやくのことやり終える。

8月 17日 【山小屋の名】【看板】【竣工】【抒】

この山小屋の名「ルーザ.ヒ ュッテ」は、建築を本

格的にはじめようとした 2008年頃には固まつてい

たように思う。候補としては、「魚籠小舎」「魚離の

森山荘」などを挙げたが、山小屋を意味するドイツ

語のヒュッテ(HOtte)と いうことばの響きがよく、ま

ずこれを採用した。それからルーザだが、これは単

に地名の索能をひつくり返して間を伸ばしたに過

ぎなしヽが、この語感についてはドイツの革命家、回

―ザ=ルクセンブルグ(Rosa Luxemburg1871 1919)

から来ている。名は、若い日の筆者の、回―ザやシモ

ーヌ=ヴェイユ (Srllone wd11909-43)と いった、時

代と人生を重ねてピュアに生きた女性に惹かれも

した、その情緒的な痕跡でもある。

横道に逸れるが、ヴェイユの機讐「美は常に約

束するけれども、決して何ものをも与えようとしな

い」(『重力と恩寵』)は今に眩しし、

なお、『東北の避難小屋』(高橋信一著、随想舎

2005)に よれば、東北地方に数えられる山小屋

150のうち、「ヒュッテ」と名のつ<ものは7つ、「山荘」

が21、「小屋 (小舎)」 は 105で圧倒的である。

命名とは不思議なもので、そうすることで空間

がそれまでとは一種あるいはまったく異なつた

ものに造形されるものである。宮澤賢治の“イ

ー八トヴ"がその典型で、これによって岩手県

そのものがフアンタスティックにも見えてくる。

岩手県がイー八トヴなら、策離はルーザである。

ここ|まいわば筆者の小宇宙、理想郷と言える。

看板の文字の原版は、2010年の 6月、職場に

来ていたALT(外国語指導助手)に書いてもらつた

ものである。その人、キム=ステファンさん (κm
Stethen.ス コットランド)はひらがなやカタカナを覚

えたてで、そういう人が筆文字で書いたらきっと味

のあるものができあがるのではと思つてお願いし

た。それをナラ材に彫つた。

なお、彼女の滞在の 2年間、筆者は機会をとら

えて様々に話を聞いた。彼女は母国スコットランド

の、イギリスからの独立を強く主張していたが、今

年 (2014年 )9月の住民投票で独立派が敗北した

のには大いに残念がっただろう。来日の折には我

がヒュッテに立ち寄つてくれる約束をしたものだが、

はたしてどうだろう。

この看板を掲げた日、2013年 8月 17日 をルー

ザ.ヒュツテの竣工とした。

*

玄関を入つてすぐの風除室左奥の壁のものは

滞=シヤトル (shute)、 機織りのタテ糸の間を左右

に行き来しヨコ糸を渡す部材である。福島県昭和

村にあるからむし会館では抒 1本を、四方をガラス

張りにして物々しく展示してしヽたものだが、筆者は

そのときから抒の造形的な美しさに惹かれて蒐集

するようこなった。

掲品中、中ぐらいのもの2点は長野の軽井沢追

分の骨董屋で旅行の際に購入したもの、他はネッ

トオークションで入手したもの。最大級 (全長63セ

ンチ、650グラム)のものは越後、細身の3点は九州

からの出品だつた。九州のものには染料の藍が付

着していた。

この抒の展示はヒュッテの重要なモチーフのひ

とつとかねてから考えていた。最初はヒュッテ内部

の北壁面左端に、次にシードバンクの隣 (西壁面)

にと飾る場所が移動した。としヽうのは、抒は 1本で

さえ存在感を示すのに 6本もの展示はあまりに主

張が強すぎて周りのものを殺してしまうのではない

かと危惧したからである。結局、何も邪魔せずに安

堵できる場所として、風除室の奥に落ち着いた。

なお、もともとここに飾つていたキツツキをモチー

フにした手ぬぐいタベストリーはヒュッテ内の北壁

面に移し、西壁面には、実際のオオイヌワシ (大 犬

鷲)の風切り羽のパウチ加工のカラーコピー(鳥海

山麓、酒田市八幡の環境省猛禽類保護センター

から頂戴したもの)を 2枚飾った。

またこの日に、以前に 100円ショップから求めて

いたニワトリの鋳物製の呼び鈴を玄関口につけた。

重厚な感じが気に入つている。

8月 19日 【ドアベル】

玄関のドアに、娘の部屋のドアのドアベルを

はずして取りつける。カウベルが 3つ付くもので、

確か子どもが小さかつたころに蔵王温泉スキ

ー場に行つた帰りに買つたものだと思う。

ドアの開閉のたびに高原にたわむれる牛が

鳴らすような乾いた音が響く。
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8月 20日 【平清水焼】【古成島焼】

骨董屋 Yで求めた平清水焼の大器を風除室テ

ーブルの上に置く。その上に花瓶を置き、四季折々

の花などを飾ることにする。そのテーブルの下には、

炭を詰めた古成島焼を置く。この古成島は、所望

して知人から譲り受けたものである。

このふたつの郷上の焼き物は美ししヽ

8月 24日 【|まじめての来客、宿泊者】

家人以外のはじめての訪問者が千葉よりおいで

になつて旧交をあたためた。

翌 25日 には、はじめての宿泊者が 3名、山形よ

りおいでになつた。明るいタベに林の広場で記念

の酒宴となつた。

8月 30日 【絵】

竣工言己念としヽうことで、友人から自作のヒノキの

スケッチを贈られ、ありがたく頂戴する。特別にナラ

材で額を作り、切窓の上に飾つた。

11月 2日 【果実酒棚】【ナツ八ゼ酒】

近隣でナツ八ゼ (夏 櫨)の 実を大量に見つ

け、これはもう果実酒にするしかないと思い、

専用の瓶に詰めて 35度 の焼酎を注ぐ。

当初はシードバンクの最下部に並べる予定

にしていたが、棚は蒐集した種の瓶でいつぱい

になりそうで、新たな棚を作る必要を感じた。

それで、ヒュッテ出 口右に専 用の棚 を作つて

収納することにした。

その後、サンシュユ (山 栞芙 )、 サルトリイバ

ラ (猿 捕茨 )、 キハダ (黄 膚 )の果実酒を収めた。

ここには来年の夏以降さらに多くの果実酒が

並ぶことだろう。

初冬に郊外で、鈴なりのキハダの実を見つ

けて興奮した。このキハダの実はアイヌ語でシ

ケレベと言い、筆者が思いを寄せるアイヌの習

俗 (食 事や祭事)では欠かせないものだつたと

いう。珍重されたのは実ばかりではなく＼キ八ダ

の名 の由来でもある黄色 しヽ内皮 は現代でも

有用な胃薬の材料として広く通用している。

11月 3日  【バツクノマック】

9月 に所用で仙台に行つた折、山用品の店

|でマウンテンダックス (略称ダックス)の 40リ ッ

トルのバックパックを買つて帰る。さらに10月 下

旬にインターネットオークションで、同じメーカー

の35リ ットルのものが手に入る。山行きがいく

ら山小屋利用にしても今までの容量(30リ ット

ル。×2)では窮屈さを感じていたのでちようどよ

しヽものが手に入つた。今後、行動によつて適切

な使い分けもできるだろう。

ディスプレーも兼ねて、南壁面に掛けた。

11月 24日 【音楽】

ヒュッテに音楽が流れたらどうだろうとは常

に思つていた。それで、ヒュッテのイメージを壊

すことなく小さなスピーカーをデスクの奥に控

えめに付けることにした。

音楽は楽しい。筆者は特に、バッ八やチヤイ

コフスキー、ドボルザークが好きで、読書やもの

書きの最 中もこれらの音楽を流していること

が多い。

音源はパソコンとした。パソコンにはバロック

およびクラシックをはじめ、ケルトやトラデイッシ

ョナル、ポップス等の大量の CD音源を取り込

んでいる。

12月 11日 【薪箱車】

ストーブが入れば、そこには薪を置く場所が

必要になる。当初は台車のようなものを作り、

その上に果樹採集コンテナを置いたのだつた

が容量があまりに小さく、かつデザイン的な美

しさに満足 してはいなかつた。それで、主屋の

ように薪箱を置いて箱車で薪を運んで積もう

か、それとも箱車だけにしようかといろしヽろ迷う。

いかに機 能的で美しいか、そういうフオルムを

追求した結果、結局は箱車のみとした。

箱車の、板の合わせは相欠きで処理した。

移動が楽なように、斜めにせり出た角材の上

に丸棒を渡して、握 つて押すことができるよう

にした。

12月 23日 【『住む。』】

積年の思いを形にしたこのルーザ.ヒユッテを広

く紹介したいとしヽう思いはあつた。それで、家や暮ら

しを見つめる日本で最も良質な雑誌のひとつであ
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る『住む。』(編集 ;編集座、発行 ;泰 文館、発売 ;

農山漁村文化協会 )に紹介文を送り、それが採

用されて掲載される。

ルーザ.ヒュッテが紹介された記念すべき『住む。

48号』が編集部より送られてくる。

●

2014年

1月 9日 【モノヾイルパソコン】

探 し求めていたモバイルパソコン(中 古 )がリ

サイクルショップ Hに入つていて即決する。とい

うのは年末から年始を買い替えの時期ととら

え、ほぼ毎 日のように日に寄つては品物を探し

ていたのだつた。実は、これはどうだろうと検討

している間に次の日にはなくなつてしヽたという

ことが3度 もあつて、適 当なものが入荷 したら

すぐに買おうと思つていたのだ。

モバイルパソコンは台湾 の ASUS製 で、

12,000円 で出ていた。オフィスは入つておらず、

基本ソフトは“XP"。 オフィスは自分でかつて購

入していたものが使 えることを確認 し、インタ

ーネットは意 図して接続 しないので、基本ソフ

トは“7"への切り替えは必要ないと判断した。

設定には情報システム会社 Dの Kさんにお

世話になった。

1月 28日 【薪箱車 |】

先の薪箱車に付属する形で、焚きつけ用薪

をいれる薪箱車 ||を作る。

夏場は箱車 |(大 )に収まるように、入れ子式

にした。

3月 23日 【木製単板スキ |】 【大鋸】

知人が遠くに引つ越しをするというのでその手

伝いに行つた際、「昭和17年」と刻印がある1日 制山

形中学の木製単板スキーをいただいた。それには

パックル金具がついてしヽて、それははずしてヒュッ

テ内の先に飾つたものに取り付け、この単板スキー

は外壁南面左に飾つた。

骨董屋 Yより購入した大発を工房部内壁東面

上部に飾つた。長い問憧れていた品で、昔人の鋸

を持って引く姿が偲ばれる。

4月 25日 【手染めぬいぐるみアオゲラ】

飛騨高山の手仕事「版画手染めぬして るみ鳥、

アオゲラ」が届く。もう30数年も前に知つた鳥の民

芸品だが、ふとして雑誌で見かけ、なつかしくなつ

て注文をした。
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面あらわしの柱に取り付け、アオグラ(緑啄木鳥)

が本をつつしヽている様はリアルである。アオゲラは

家の壁をつついて穴を開ける憎きヤツだが、隣人

に1まちがしヽなく。

9月 17日 【額縁の差し替え】

壁面の、山の写真の額縁を作りかえる。先に作

つたものはマツ材だつたが、冬場の室内の乾燥に

耐えられずに、節のある箇所が歪んでしまつてみっ

ともないものになつてしまつていた。新ししヽものはナ

ラ材とした。ナラ材は堅牢で、これで歪みは解消さ

れると思う。

順次、ソローの肖像写真や黒澤明の絵コンテの

デルス・ウザーラの額も差し替えた。

なお、このナラ材は捨てられたDζび箱を解体し

たもので、今後様々に使われるだろう。

10月 26日 【ランプ】

もう20数年前に小樽の K硝子から購入したラン

プだったが、ホヤを割つてしまつてそのまま主屋に

吊るしていたのだが、これをヒュッテに飾らないのは

もったいないと思い、当社lc問い合わせて取り寄せ

たものである。

いつぞやの旅路の青森は黒石の青荷温泉や今

年の晩秋に行つた福島は浄土平の吾妻小舎に灯

つていた素朴なランプの風景がよみがえる。ランプ

は美しし、
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参考図書

『木造住宅 建築工事の進め方』

監修 ;岸 田林太郎 執筆 ;山 室滋

発行 ;市 ヶ谷 出版社 1981

『建築構造』

著者 ;田 □武一、富塚信司、他

発行 :実 教出版 1982

『カントリー・ファニチュア』

著者 ;藤 門 弘

発行 ;山 と漢谷社 1982

『ハウ・トウ・カントリーライフ』

著者 ;遠 藤ケイ

発行 ;毎 日新聞社 1991

『木造住宅 【私家版】仕様書 架構編』

著者 ;松 井郁夫、小林一元、宮越喜彦

発イ子;建 築知詳尤1998

『廃材王国』

著者 ;長 谷川 豊

発行 ;淡 交社 1999

『近くの山の本で家をつくる運動 宣言』

執筆 ;小 池一三 (代 表 )

発 行 ;NPO法 人 緑 の列 島ネットワーク 2000

『セルフビル ド 家 を作 る自 由』

編者 ;蔵 前仁― 著者 ;矢 津田義貝J、 渡邊義孝

発イテ;旅 イテ人 2007

『自分でわが家を作る本。』

著者 ;氏 家誠悟

発行 ;山 と漢谷社 2008

ルーザ.ヒュッテの建築にあたり、上記の図書

を参考にさせていただいた。

筆頭にあ|ず た『木造住宅 建築工事の進め

方』Iま 常に手元にあったもので、一般住宅建

築の大工の教本とも言うべきテキストとして

大いに活 用 させていただいた。手仕事がまだ

息づいていた時代の大工の仕事ぶりが顕著で、

とても魅 力的な内容だった。たぶん大方の大

工はこのころのことをなつかしんでいることだろ

う。

掲 出した各図書から、木材を使 つて家屋や

什器を自分で作る喜びを学ばせていただぃた。

著者や編者に敬意を表し、深 く感謝 申し上げ

る。
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ルーザ.ヒュッテ案内

【アクセス】

駅基点で」R米沢駅から国道 13号線で南

東方向約 10キロ。障害者施設・栄光園を通

り、旅籠橋を抜け、T字路を右折してすぐ。バ

ス利用なら、米沢駅バスプールから市民バス

万世線で福祉の里入口下車、徒歩約 30分。

北緯 37度 53分、東経 140度 13分。標高

352メートリレ

【竣工】

2013年 8月 17日

【構造】

木造軸組工法平屋建て、外装杢板張、床・

腰板・天丼杢板張、カラー鋼板葺き

【建坪】

10.5坪 (ヒュッテ部 6坪=12畳、工房部 4.5

坪=9畳 )

【利用期】

通年開放

【収容人員】

宿泊時;4人 体憩時:8人

【設備】

書架、シードバンク、デスク、テーブル、ベン

チ、薪ストーブ等

【備品】

毛布、マット、炊事台、コンロ、コッヘル、シェ

ラカップ、どうらん、掃除用具等

【水場】

管理棟 (外 )

【トイレ】

管理棟

【利用料】

無料

【管理人】

本間哲朗

山形県米沢市万世町梓山宗籠 55191
丁992-1122/TEL0238 28-3982

*利用の際は、事前に連絡を願います。
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あとがき

辻まこと(191375)に 、『画文 集 山の声』

(東 京新 聞出版局刊 1971)が あります。あると

き、そのあとがきに触れて心震え、感動のあま

り筆者は脱力してしまつたものでした。ことばか

ら立ち上がる匂いと絵…、それは見事なほどに

美として結晶していたのです。

それでずいぶん辻という人物が気になつて

さまざまに調べ、その調べの中で分かつた辻に

ゆかりのある書 店、東 京 は御 茶 ノ水駅 前の

署澳堂にも行 つたものです。ただし、このな漢

堂は残念ながら、2011年 7月 をもつて店じま

いをしたそうな。

この『山の声』のあとがきの一部を引用して、

「ルーザ.ヒ ュッテ ノオト」を終えようと思います。

筆者にとっては、この美 しい世界のためにヒュ

ッテは作られたとも思つていますので。

炉辺というのは不思議なものだ。炉を囲んで

焔を見ている夜は、たとえ沈黙が一晩中続いた

としても、人々はけつして退屈もしないし気詰ま

りなおもいもしないのだ。相槌を打つても打たな

くてもしヽいのだ。語り手は半ば焔を聴手とし、

人々は燃えうつり消える熱と光を濾してあるい

は遠くあるいは近く、そこから生まれてくる話を

聴くのだから。

2014年 11月 28日

(策離移住 21周年)
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